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一
　
は
じ
め
に
　

　

本
稿
は
、
二
ヶ
年
に
わ
た
る
「
数
寄
屋
大
工
『
庄
五
郎
』
の
事
績
と
系
譜
に
関
す
る
調
査
研
究
」
の
最
終
報
告

で
あ
る
。
本
研
究
の
目
的
は
、江
戸
時
代
後
期
に
表
千
家
出
入
り
の
大
工
と
し
て
活
動
し
た
数
寄
屋
大
工
「
庄
五
郎
」

の
事
績
と
系
譜
に
関
す
る
調
査
研
究
を
通
し
て
、
近
世
の
数
寄
屋
大
工
が
茶
道
文
化
の
発
展
と
継
承
に
果
た
し
た

役
割
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
近
代
の
数
寄
屋
大
工
ら
は
、
伝
統
と
新
た
な
技
術
、
発
想
の
も
と
で
数
々

の
佳
品
を
生
み
出
し
た
。
し
か
し
そ
れ
に
遡
る
近
世
の
数
寄
屋
大
工
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
史
料
の
制
約
な
ど
も

あ
り
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
点
も
多
い
。
本
研
究
で
は
、
公
益
財
団
法
人
竹
中
大
工
道
具
館
が
所
蔵
す
る
「
寺

田
家
旧
蔵
数
寄
屋
関
係
史
料
一

」（
以
下
「
数
寄
屋
史
料
」）
を
主
要
素
材
と
し
、
近
世
数
寄
屋
大
工
の
具
体
的
な
活

動
の
検
証
を
試
み
る
。
な
お
本
研
究
報
告
は
、「
数
寄
屋
史
料
」
の
調
査
に
関
わ
る
日
本
建
築
史
及
び
茶
道
史
を
専

門
と
す
る
研
究
者
グ
ル
ー
プ
二

の
共
同
研
究
成
果
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

一
―
一
　
初
年
度
の
調
査
研
究
成
果

　

初
年
度
に
行
っ
た
基
礎
作
業
と
し
て
、「
数
寄
屋
史
料
」
の
写
真
撮
影
及
び
目
録
の
整
備
、主
要
史
料
の
活
字
翻
刻
、

図
面
の
リ
ラ
イ
ト
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
化
し
た
基
礎
資
料
を
共
同
研
究
者
間
で
共
有
し
、
そ
れ
に

基
づ
く
個
別
史
料
の
検
証
を
分
担
し
て
進
め
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
初
年
度
の
調
査
研
究
報
告
書
三

で
は
次
の
点

を
指
摘
し
た
。

　

①　

数
寄
屋
大
工
庄
五
郎
に
つ
い
て

　
　

◇
庄
五
郎
の
活
動
時
期
と
系
譜

　
　
　
　
「
数
寄
屋
史
料
」
に
お
い
て
庄
五
郎
の
名
が
み
え
る
年
紀
の
明
ら
か
な
史
料
は
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）

　
　

に
限
ら
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
表
千
家
の
建
築
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
彼
が
当
時
表

　
　

千
家
出
入
り
の
大
工
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
先
行
研
究
四

に
よ
っ
て
「
庄
五
郎
」
を

　
　

名
乗
る
数
寄
屋
大
工
は
、
文
化
年
間
（
一
八
○
四
～
一
八
一
八
）
及
び
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
存
在
し

　
　

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
半
世
紀
と
い
う
活
動
時
期
の
隔
た
り
や
、
近
代
の
数
寄
屋
大
工
、
上
坂
浅

　
　

次
郎（
一
八
六
九
～
一
九
二
八
）が「
御
数
奇
屋
師
庄
五
郎
五
世

4

4

4

4

4

孫(

傍
点
筆
者)

」を
称
し
た
五

こ
と
な
ど
か
ら
、

　
　

庄
五
郎
の
名
跡
は
近
世
か
ら
近
代
に
わ
た
っ
て
継
承
さ
れ
、
上
坂
浅
次
郎
の
系
譜
へ
と
つ
な
が
る
可
能
性
が

　
　

あ
る
。

　
　

◇
庄
五
郎
の
事
績
―
表
千
家
及
び
茶
人
住
山
宗
仙
と
の
関
わ
り

　
　
　
　
「
庄
五
郎
」
の
活
動
と
事
績
は
、
彼
の
出
入
り
先
で
あ
っ
た
表
千
家(

京
都
市
上
京
区)

の
建
築
と
深
く

　
　

結
び
つ
く
。「
数
寄
屋
史
料
」
の
記
述
内
容
か
ら
、
同
人
が
表
千
家
屋
敷
の
比
較
的
近
く
に
居
住
し
、
書
院(

残

　
　

月
亭)

や
茶
室(

不
審
庵)

な
ど
の
図
面
、
絵
図
、
寸
法
書
を
記
録
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。【
図
一
】
は

　
　

史
料
六

に
記
載
さ
れ
た
庄
五
郎
の
住
所
「
下
長
者
丁
通
室
町
東
へ
入
」
と
表
千
家
の
位
置
関
係
を
現
在
の
地
図

　
　

に
落
と
し
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
距
離
は
直
線
に
し
て
お
よ
そ
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
範
囲
に

　
　

お
さ
ま
る
。

　
　
　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
史
料
を
庄
五
郎
に
作
成
さ
せ
、
自
ら
も
古
記
録
を
写
し
留
め
た
人
物
と
し
て
、
表
千
家

　
　

に
深
く
関
わ
る
茶
人
、
住
山
宗
仙
（
二
代
住
山
楊
甫
）【
図
二
】
を
取
り
上
げ
、
庄
五
郎
が
同
人
と
の
交
流
を

　
　

背
景
に
、
表
千
家
の
普
請
の
記
録
に
携
わ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

②　

茶
室
普
請
に
み
る
数
寄
屋
大
工
と
茶
人
の
交
流

　
　
　

庄
五
郎
ら
江
戸
時
代
の
数
寄
屋
大
工
が
茶
人
と
の
関
わ
り
の
も
と
で
活
動
し
た
こ
と
に
注
目
し
、「
数
寄
屋

　
　

史
料
」
に
残
さ
れ
る
数
寄
屋
大
工
と
茶
人
と
の
あ
い
だ
に
交
わ
さ
れ
た
深
三
畳
大
目
茶
室
計
画
の
打
ち
合
わ

　
　

せ
史
料
七

か
ら
、
工
匠
と
施
主
と
い
う
立
場
の
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
連
携
を
も
っ
て
茶
室
の
普
請
を
進
め
た
の

　
　

か
を
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
茶
室
に
用
い
る
べ
き
材
種
か
ら
各
種
寸
法
、
柱
の
色
付
け
具
合
に
至
る
ま
で
、

　
　

事
細
か
に
施
主
の
意
向
を
仰
ご
う
と
す
る
数
寄
屋
大
工
の
姿
勢
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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③　

天
明
大
火
後
の
表
千
家
再
建
計
画
の
変
遷

　
　
　

文
化
年
間
に
庄
五
郎
が
出
入
り
大
工
を
つ
と
め
た
表
千
家
は
、
そ
れ
に
遡
る
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）、　

　
　

京
都
の
大
半
を
焼
き
尽
く
し
た
い
わ
ゆ
る
天
明
大
火
に
よ
り
類
焼
し
た
。
そ
の
後
再
建
さ
れ
た
建
物
の
大
半

　
　

は
、
明
治
三
九
年
（
一
九
○
六
）
に
再
び
焼
失
し
、
現
在
の
建
物
群
は
明
治
末
年
か
ら
大
正
初
年
に
か
け
て

　
　

再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
数
寄
屋
史
料
」
に
は
、
こ
の
天
明
大
火
に
焼
失
し
た
表
千
家
屋
敷
の
再
建
計
画

　
　

に
関
わ
る
ス
タ
デ
ィ
図
と
思
わ
れ
る
一
連
の
図
面
八

が
残
る
。
こ
れ
ら
の
作
成
に
庄
五
郎
が
関
わ
っ
た
と
の
確

　
　

証
は
な
い
が
、
江
戸
時
代
後
期
の
数
寄
屋
大
工
の
具
体
的
な
活
動
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
し
、
現
在
へ
と

　
　

つ
な
が
る
表
千
家
の
屋
敷
の
構
成
が
形
作
ら
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
検
証
し
た
。

一
―
二
　
二
年
度
の
課
題

　　

以
上
の
よ
う
な
研
究
成
果
と
共
に
、
初
年
度
の
研
究
報
告
で
は
二
年
度
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
、
表
千

家
の
建
物
を
記
録
に
留
め
る
と
い
う
数
寄
屋
大
工
庄
五
郎
の
活
動
が
、
茶
人
ら
の
い
か
な
る
要
請
に
基
づ
く
も
の

で
あ
っ
た
の
か
を
考
察
し
、
史
料
が
作
成
さ
れ
た
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。
そ
こ
で

本
年
度
は
、「
数
寄
屋
史
料
」
か
ら
庄
五
郎
や
住
山
宗
仙
が
し
た
た
め
た
表
千
家
の
建
築
に
関
わ
る
古
記
録
の
内
容

を
精
査
し
、
本
研
究
課
題
の
と
り
ま
と
め
と
し
て
彼
ら
が
江
戸
時
代
後
期
の
表
千
家
に
お
い
て
果
た
し
た
功
績
に

つ
い
て
検
証
し
た
。

【
図
一
】
庄
五
郎
の
居
所
と
表
千
家
の
位
置
関
係
（
Ｃ
一
一
○
一
三
二
「
残
月
亭
寸
法　

附
三
畳
敷
」
を
も
と
に
作
成
）
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【
図
二
】
表
千
家
と
住
山
家
（
井
口
海
仙
、
久
田
宗
也
、
中
村
昌
生
編
『
京
の
茶
家
』
墨
水
書
房
、
一
九
六
九
年
を
も
と
に
作
成
）

                           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  『
公
益
財
団
法
人
三
徳
庵 

茶
道
文
化
学
術
助
成
研
究
平
成
二
四
年
度
研
究
報
告
書
』
か
ら
再
掲

二
　
二
年
度
の
調
査
研
究
か
ら
得
た
知
見
　

二
―
一
　
数
寄
屋
大
工
庄
五
郎
及
び
茶
人
住
山
宗
仙
関
連
史
料
に
つ
い
て

　　

数
寄
屋
大
工
庄
五
郎
が
作
成
し
た
表
千
家
の
諸
建
築
に
関
す
る
記
録
の
な
か
に
は
、
茶
人
住
山
宗
仙
や
表
千
家

当
主
千
宗
左
に
宛
て
た
も
の
が
存
在
し
、
庄
五
郎
の
活
動
が
茶
人
ら
の
意
向
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を

う
か
が
わ
せ
る
。
そ
こ
で
「
数
寄
屋
史
料
」
か
ら
住
山
宗
仙
あ
る
い
は
庄
五
郎
の
名
、
ま
た
は
印
の
捺
さ
れ
た
史

料
を
す
べ
て
抽
出
【
表
一
】
し
、
内
容
の
検
討
を
行
っ
た
。
そ
れ
ら
を
作
成
者
ご
と
に
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う

に
な
る
。

①
住
山
宗
仙
が
筆
写
ま
た
は
所
持
し
て
い
た
史
料

　

◇
史
料
ａ
「
不
審
庵
指
図
寸
間
之
記
」（
Ｃ
一
一
○
一
二
九
）【
写
真
一
】

　
　
　

表
千
家
茶
室
不
審
庵
及
び
水
屋
に
つ
い
て
の
寸
法
書
で
あ
る
。
史
料
に
記
さ
れ
た
水
屋
の
位
置
九

な
ど
か
ら
、

　
　

天
明
大
火
（
一
七
八
八
）
に
焼
失
す
る
以
前
の
姿
を
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
史
料
の
奥
書
に
「
享
和

　
　

三
癸
亥
歳
七
月
下
旬
写
之　

住
山
宗
仙(

花
押)

」
と
あ
り
、
底
本
一
〇

を
大
火
後
の
享
和
三
年
（
一
八
○
三
）

　
　

に
住
山
宗
仙
が
写
し
留
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

◇
史
料
ｂ
「
不
審
菴
之
図　

書
附
添
」（
Ｃ
一
一
○
一
三
○
）【
写
真
二
】

　
　
　

表
千
家
書
院
（
残
月
亭
）
及
び
不
審
庵
、
露
地
に
つ
い
て
、
天
明
大
火
に
焼
失
す
る
前
の
姿
を
俯
瞰
的
に

　
　

描
い
た
絵
図
と
書
附
か
ら
な
る
。
住
山
宗
仙
が
底
本
一
一

を
天
明
大
火
後
に
写
し
留
め
た
も
の
で
、
建
物
に
関

　
　

し
て
は
「
惜
哉
天
明
之
大
火
ニ
尽
焼
失
ス
」
と
、
大
火
に
よ
っ
て
す
べ
て
が
類
焼
し
た
こ
と
を
嘆
く
記
述
が

　
　

み
え
る
。
焼
失
前
の
利
休
堂
を
「
萱
葺
ニ
シ
テ
網
代
開
戸
内
ハ
加
茂
川
敷
石
也
、
正
面
大
石
之
上
ニ
居
士
之

　
　

立
像
ヲ
安
置
ス
」
と
記
す
な
ど
、
現
状
と
は
異
な
る
旧
態
を
具
体
的
に
伝
え
る
。
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◇
史
料
ｃ
「
残
月
亭
建
画
図
」（
Ｃ
一
一
○
一
三
一
）【
写
真
三
】

　
　
　

残
月
亭
及
び
九
畳(

八
畳
大
目)

、
そ
し
て
三
畳
敷(

二
畳
大
目
向
板)

を
含
ん
だ
起
絵
図
で
あ
る
。
史
料

　
　

に
は
「
住
山
」
と
書
入
れ
が
あ
り
、
住
山
宗
仙
が
所
持
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
三
畳
敷(

【
写

　
　

真
三
】
中
央
上
部)

は
現
存
し
な
い
が
、
天
明
大
火
以
前
の
表
千
家
を
描
く
絵
図
一
二

な
ど
に
は
存
在
が
確
認
で

　
　

き
る
。
先
に
掲
げ
た
史
料
ｂ
「
不
審
菴
之
図　

書
附
添
」
に
は
「
不
審
庵
ト
上
段
之
間
ニ
続
テ
三
畳
敷

4

4

4

有
、　

　
　

逢
源
斎
之
好
所
也(

傍
点
筆
者)

」
と
あ
り
、
こ
の
席
が
四
代
江
岑
宗
左
の
好
み
で
あ
っ
た
と
伝
え
る
。
こ
の

　
　

よ
う
に
天
明
大
火
以
前
の
平
面
と
似
た
部
分
が
あ
る
一
方
で
、
残
月
亭
の
南
側
な
ど
大
火
以
後
の
姿
に
似
て

　
　

い
る
部
分
が
併
存
し
、
作
成
年
の
特
定
に
検
討
を
要
す
る
史
料
で
あ
る
。

②
庄
五
郎
が
作
成
し
、
住
山
宗
仙
、
表
千
家
当
主
に
提
出
し
た
史
料

　

◇
史
料
ｄ
「
道
安
様
御
好
之
四
帖
半
御
数
寄
絵
図
寸
法
写
」（
Ｃ
一
一
○
一
三
八
）【
写
真
四
】

　
　
　

史
料
表
紙
に
は
「
文
化
八
未
四
月
廿
四
日　

大
工
庄
五
郎
」
と
あ
り
、
宛
先
を
「
住
山
様
」
と
す
る
。
文

　
　

化
八
年
（
一
八
一
一
）、
庄
五
郎
が
住
山
宗
仙
の
求
め
に
応
え
て
道
安
囲
い
の
四
畳
半
茶
室
の
図
及
び
寸
法
を

　
　

書
写
し
た
も
の
で
あ
り
、「
数
寄
屋
史
料
」
に
お
い
て
住
山
宗
仙
と
庄
五
郎
と
の
直
接
的
な
つ
な
が
り
を
示
す

　
　

唯
一
の
史
料
で
あ
る
。
天
明
大
火
後
の
復
興
に
伴
い
再
建
さ
れ
た
表
千
家
の
祖
堂
に
関
わ
る
図
一
三

と
み
ら
れ
、

　
　

平
面
図
、
南
立
面
図
、
北
、
東
、
西
面
の
展
開
図
と
共
に
、
南
面
及
び
東
面
に
設
け
ら
れ
た
下
地
窓
の
姿
図

　
　

を
縮
尺
一
○
分
の
一
で
描
き
、
図
中
に
墨
書
及
び
朱
書
を
も
っ
て
各
部
分
の
寸
法
や
仕
様
を
細
か
に
記
す
。

　

◇
史
料
ｅ
「
利
休
形
中
潜
り
起
絵
図
」（
Ｃ
一
一
○
一
四
六
）【
写
真
五
】

　
　
　

史
料
を
お
さ
め
る
袋
外
題
に
「
利
休
形
中
潜
り
起
絵
図　

数
寄
家
大
工
匠
五
郎
」
と
あ
り
、
本
史
料
に
よ
っ

　
　

て
匠(

庄)

五
郎
が
自
ら
「
数
寄
家
（
屋
）
大
工
」
を
称
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
袋
の
中
に
は
、
竪
紙

　
　

一
枚
の
表
裏
そ
れ
ぞ
れ
に
縮
尺
一
○
分
の
一
で
描
か
れ
た
中
潜
り
の
図
、
切
紙
に
「
覚
」
と
題
し
た
中
潜
り

　
　

の
寸
法
書
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
史
料
作
成
費
用
と
し
て
、
庄
五
郎
か
ら
表
千
家
当
主
千
宗
左
宛
て
に
代
金
二

　
　

○
○
疋
を
求
め
た
請
求
書
「
覚
」
が
お
さ
め
ら
れ
る
。
請
求
書
に
「
未
三
月
」
と
あ
る
以
外
に
年
紀
は
記
さ

　
　

れ
な
い
が
、
他
史
料
と
の
比
較
か
ら
こ
れ
は
文
化
八
年
に
相
当
し
、
宛
先
の
千
宗
左
は
九
代
了
々
斎
を
指
す

　
　

と
み
ら
れ
る
。「
利
休
形
」
と
さ
れ
る
本
図
の
中
潜
り
は
、
杉
皮
葺
屋
根
を
か
け
た
衝
立
状
の
壁
面
の
端
に
寄

　
　

せ
て
潜
り
口
を
設
け
て
板
戸
を
た
て
、
も
う
一
方
の
端
部
に
は
縦
長
の
下
地
窓
を
あ
け
る
。
そ
の
形
式
や
宛

　
　

先
か
ら
、
本
図
は
表
千
家
の
露
地
に
設
け
ら
れ
た
中
潜
り
を
描
く
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

③
庄
五
郎
が
作
成
し
た
史
料
（
宛
先
不
明
）

　

◇
史
料
ｆ
「
残
月
亭
寸
法　

附
三
畳
敷
」（
Ｃ
一
一
○
一
三
二
）【
写
真
六
】

　
　
　

残
月
亭
、
及
び
史
料
ｃ
「
残
月
亭
建
画
図
」
で
と
り
あ
げ
た
二
畳
大
目
向
板
の
席
（
三
畳
敷
・
現
存
せ
ず
）

　
　

の
寸
法
や
仕
様
が
詳
細
に
綴
ら
れ
た
冊
子
で
、「
右
之
通
相
違
無
御
座
候
、
以
上　

京
下
長
者
丁
通
室
町
東
へ

　
　

入　

大
工
庄
五
郎
」
と
、
作
成
者
と
し
て
庄
五
郎
の
名
と
住
所
が
記
さ
れ
て
い
る
。
史
料
ｃ
と
同
様
に
、
年

　
　

代
の
特
定
に
今
後
の
検
討
を
要
す
る
史
料
で
あ
る
。

　

◇
史
料
ｇ
「
不
審
庵　

外
待
合
絵
図
寸
法
書
」（
Ｃ
一
一
○
一
四
五
）【
写
真
七
】

　
　
　

冒
頭
に
待
合
の
主
要
寸
法
が
箇
条
書
き
で
記
さ
れ
、
朱
書
及
び
墨
書
で
各
部
の
寸
法
や
仕
様
が
記
さ
れ
た

　
　

待
合
の
図
一
点
が
描
か
れ
る
。
腰
掛
け
部
分
は
一
畳
の
畳
敷
き
と
半
畳
の
板
敷
き
か
ら
構
成
さ
れ
、
一
方
の

　
　

壁
に
下
地
窓
を
設
け
る
。
そ
の
形
状
や
規
模
は
、
現
在
の
表
千
家
外
露
地
に
設
け
ら
れ
た
外
腰
掛
と
細
部
に

　
　

至
る
ま
で
き
わ
め
て
よ
く
似
る
。
史
料
に
作
成
者
の
名
前
は
な
い
が
、
料
紙
右
下
隅
に
捺
さ
れ
た
印
形
か
ら
、

　
　

庄
五
郎
の
手
に
よ
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

　

◇
史
料
ｈ
「
四
畳
半
附　

御
水
谷
絵
図
并
寸
法
書
」（
Ｃ
一
一
○
一
四
九
）【
写
真
八
】

　
　
　

水
屋
の
展
開
図
三
面
（
正
面
、
両
側
面
）
と
各
部
寸
法
を
記
し
た
竪
紙
史
料
一
枚
と
、
そ
の
起
絵
図
一
点

　
　

が
袋
に
お
さ
め
ら
れ
る
。
起
絵
図
に
は
「
大
工
庄
五
郎
」
の
名
と
共
に
印
が
捺
さ
れ
、
同
人
に
よ
っ
て
作
成

　
　

さ
れ
た
史
料
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
。
水
屋
は
正
面
の
壁
に
連
子
窓
と
二
段
の
棚
を
設
け
、
下
段
の
簀
子
棚

　
　

は
向
か
っ
て
左
の
壁
よ
り
二
尺
六
寸(

約
七
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル)

の
長
さ
で
止
め
、
上
段
の
棚
か
ら
釣
木
で

　
　

固
定
す
る
。
史
料
に
具
体
的
な
茶
席
名
は
記
さ
れ
な
い
が
、本
図
に
描
か
れ
る
形
式
に
類
似
す
る
も
の
と
し
て
、

　
　

表
千
家
祖
堂
に
設
け
ら
れ
た
二
畳
（
一
畳
大
目
向
板
入
）
の
茶
席
「
反
古
張
席
」
に
付
属
す
る
水
屋
が
あ
げ

　
　

ら
れ
る
一
四

。
こ
れ
ら
が
結
び
つ
く
も
の
な
ら
ば
、
外
題
の
「
四
畳
半
」
は
天
明
大
火
後
に
再
建
さ
れ
た
祖
堂
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の
道
安
好
み
四
畳
半
を
示
す
こ
と
に
な
る
。

　

◇
史
料
ｉ
「
水
谷
建
絵
図
寸
法
」（
Ｃ
一
一
○
一
五
○
）【
写
真
九
】

　
　
　

水
屋
の
起
絵
図
一
点
と
仮
綴
じ
さ
れ
た
冊
子
体
の
寸
法
書
（
外
題
「
水
谷
之
寸
法
」）
が
袋
の
な
か
に
お
さ

　
　

め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
別
紙
と
し
て
、
寸
法
書
の
一
部
を
抜
き
出
し
て
文
言
や
寸
法
値
を
変
え
た
二
枚
の

　
　

史
料
が
付
属
す
る
。
別
紙
の
う
ち
一
枚
の
末
尾
に
「
右
庄
五
郎
所
持
」
と
あ
り
、
同
人
が
保
有
し
て
い
た
水

　
　

屋
史
料
の
写
し
と
考
え
ら
れ
る
。
水
屋
は
正
面
の
壁
に
二
段
の
棚
を
設
け
、
向
か
っ
て
左
隅
に
は
二
重
の
釣

　
　

棚
を
し
つ
ら
え
る
。
水
屋
棚
の
左
手
に
は
物
入
れ
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
た
水
屋
の
構
成
を

　
　

左
右
反
転
さ
せ
る
と
、
現
在
の
表
千
家
の
九
畳
に
付
属
す
る
水
屋
と
き
わ
め
て
よ
く
似
て
い
る
。

　

◇
史
料
ｊ
「
利
休
形
大
之
方
猿
戸
絵
図
寸
法
書
」（
Ｃ
一
一
○
一
五
一
）【
写
真
一
○
】

　
　
　

猿
戸
と
は
、
内
露
地
に
設
け
ら
れ
る
二
本
の
掘
立
柱
に
戸
を
備
え
た
形
式
の
簡
素
な
木
戸
で
、
利
休
形
と

　
　

し
て
大
小
の
型
が
あ
る
。
本
史
料
は
、
そ
の
利
休
形
猿
戸
の
「
大
」
形
式
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

袋
の
な
か
に
は
二
枚
の
切
紙
が
お
さ
め
ら
れ
る
。
一
枚
の
切
紙
に
は
、
猿
戸
の
寸
法
や
仕
様
が
記
さ
れ
る
と

　
　

共
に
、
猿
戸
の
内
側
、
外
側
の
姿
図
二
面
が
描
か
れ
る
。
も
う
一
枚
の
切
紙
に
は
、
猿
戸
の
戸
締
ま
り
の
た

　
　

め
に
取
り
付
け
ら
れ
た
「
く
ゝ
ろ
（
枢
）」
の
詳
細
図
を
描
く
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
猿
戸
が
遺
構
の
実
測
に
基

　
　

づ
く
も
の
か
、
新
た
な
設
計
図
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
か
を
本
史
料
の
み
か
ら
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
　

作
成
者
と
し
て
「
大
工
匠
五
郎
」
の
名
が
記
さ
れ
る
が
、
押
印
や
宛
先
は
な
く
、
作
成
年
も
不
明
で
あ
る
。

【
表
一
】「
数
寄
屋
史
料
」
に
み
ら
れ
る
庄
五
郎
、
住
山
宗
仙
関
係
史
料
一
覧

・「
寺
田
家
旧
蔵
数
寄
屋
関
係
史
料
に
つ
い
て
」(

小
出
祐
子
ほ
か
『
竹
中
大
工
道
具
館
研
究
紀
要　

第
二
六
号　

二
○
一
五
年
』)

所
収
目
録　

　

よ
り
作
成
。

・
登
録
番
号
は
竹
中
大
工
道
具
館
の
文
献
史
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
基
づ
く
。

二
―
二
　
数
寄
屋
大
工
庄
五
郎
及
び
住
山
宗
仙
に
よ
る
古
記
録
筆
写
の
背
景

　

本
稿
二
―
一
で
紹
介
し
た
史
料
の
う
ち
、
ａ
～
ｃ
は
住
山
宗
仙
が
筆
写
、
あ
る
い
は
所
有
し
て
い
た
も
の
で
、

そ
の
う
ち
ａ
と
ｂ
は
同
人
が
天
明
大
火
後
に
焼
失
前
の
表
千
家
の
建
物
を
記
録
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
史
料
で
あ

る
。
前
掲
【
図
二
】
に
示
し
た
よ
う
に
、
表
千
家
七
代
如
心
斎
の
妻
を
大
伯
母
に
持
ち
、
八
代
啐
啄
斎
と
九
代
了
々

斎
に
師
事
し
た
住
山
宗
仙
に
と
っ
て
、
表
千
家
の
古
昔
を
学
び
旧
態
を
書
写
す
る
こ
と
は
意
義
深
い
こ
と
で
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
う
し
た
古
記
録
の
収
集
や
書
写
は
住
山
一
個
人
の
嗜
み
に
留
ま
ら
ず
、
天
明
大

火
か
ら
十
数
年
を
経
た
表
千
家
に
お
け
る
復
興
活
動
の
一
つ
と
も
と
ら
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
住
山

 

 
ｊ ｉ ｈ ｇ ｆ ｅ ｄ ｃ ｂ ａ

史
料

Ｃ
一
一
○
一
五
一

Ｃ
一
一
○
一
五
○

Ｃ
一
一
○
一
四
九

Ｃ
一
一
○
一
四
五

Ｃ
一
一
○
一
三
二

Ｃ
一
一
○
一
四
六

Ｃ
一
一
○
一
三
八

Ｃ
一
一
○
一
三
一

Ｃ
一
一
○
一
三
○

Ｃ
一
一
○
一
二
九

登
録
番
号

利
休
形
大
之
方
猿
戸
絵
図
寸
法
書

水
谷
建
絵
図
寸
法

四
畳
半
附

御
水
谷
絵
図
并
寸
法
書

不
審
庵

外
待
合
絵
図
寸
法
書

残
月
亭
寸
法

附
三
畳
敷

利
休
形
中
潜
り
起
絵
図

道
安
様
御
好
之
四
帖
半
御
数
寄
絵
図
寸
法
写

残
月
亭
建
画
図

不
審
菴
之
図

書
附
添

不
審
庵
指
図
寸
間
之
記
史
料
名

匠
（庄
）五
郎

庄
五
郎

庄
五
郎

庄
五
郎
印
の
み

庄
五
郎

匠
庄
五
郎

庄
五
郎

吽
々
斎
（住
山
宗
仙
）

住
山
宗
仙 作
成
者

未
（文
化
八
〈
一
八
一
一
〉
）

文
化
八
〈
一
八
一
一
〉

享
和
三
（一
八
○
三
）

制
作
年

千
宗
左
（了
々
斎
）宛

住
山
宗
仙
宛

住
山
宗
仙
所
持
か

備
考
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宗
仙
が
史
料
ａ
を
書
写
し
た
翌
年
の
享
和
四
年
（
一
八
○
四
＝
文
化
元
年
）
に
は
、
啐
啄
斎
が
隠
居
し
、
了
々
斎

へ
と
当
主
が
交
代
す
る
に
至
っ
た
。
住
山
は
門
人
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
新
当
主
と
な
っ
た
了
々
斎
の
た
め
に
古

記
録
の
渉
猟
を
は
か
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。

　

そ
う
し
た
経
緯
―
す
な
わ
ち
、
失
わ
れ
た
過
去
の
建
築
を
記
録
保
存
し
、
次
代
へ
と
継
承
す
る
、
と
い
う
意
志

を
も
っ
て
住
山
宗
仙
が
天
明
大
火
前
の
古
記
録
を
諸
方
か
ら
求
め
た
と
す
る
な
ら
ば
、
庄
五
郎
の
よ
う
な
出
入
り

の
数
寄
屋
大
工
は
重
用
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
庄
五
郎
が
作
成
し
、
あ
る
い
は
同
人
の
も
と
に
保
有
さ

れ
て
き
た
ｄ
～
ｊ
な
ど
の
史
料
は
、
住
山
宗
仙
、
ひ
い
て
は
表
千
家
に
と
っ
て
蒐
集
す
べ
き
古
記
録
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
残
月
亭
の
寸
法
仕
様
を
詳
述
し
た
史
料
ｆ
に
は
別
紙
と
し
て
、
残
月
亭
付
書
院
の
袋
戸
を

描
い
た
簡
略
な
図
が
付
属
す
る
。
図
に
は
「
残
月
亭　

附
書
院
ノ
下
二
枚　

引
違
之
戸
引
手　

打
様
寸
法　

大
工

庄
五
郎
ヨ
リ
来
ル
」
と
書
き
込
ま
れ
、
庄
五
郎
が
残
月
亭
に
関
す
る
細
か
な
部
分
の
記
録
も
提
供
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
史
料
ｆ
に
住
山
宗
仙
の
名
は
見
え
ず
、
作
成
年
も
不
詳
で
あ
る
。
し
か
し
本
稿
二
―
一
で
述
べ

た
現
存
し
な
い
「
三
畳
敷
」
に
関
す
る
記
述
を
含
み
、
住
山
が
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
明
確
な
史
料
ｃ
な
ど
と
関

連
の
深
い
内
容
を
も
つ
。
従
っ
て
本
史
料
に
つ
い
て
も
、
庄
五
郎
に
記
録
の
提
出
を
命
じ
た
人
物
と
し
て
関
与
が

あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
表
千
家
に
お
い
て
そ
の
後
も
継
続
す
る
。
史
料
ｅ
は
、

文
化
八
年
に
作
成
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
表
千
家
の
中
潜
り
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
庄
五

郎
は
住
山
宗
仙
で
は
な
く
、
当
主
「
千
宗
左
（
了
々
斎
）」
に
絵
図
寸
法
書
を
差
し
出
し
、
作
成
費
と
し
て
代
金
二

○
○
疋
を
請
求
し
て
い
る
。
作
成
年
の
判
明
す
る
関
連
史
料
が
限
定
さ
れ
推
定
と
な
る
も
の
の
、
享
和
三
年
の
住

山
自
身
に
よ
る
筆
写
か
ら
八
年
を
経
る
な
か
で
、
建
築
記
録
の
作
成
が
大
火
後
の
表
千
家
の
活
動
の
一
つ
と
し
て

定
着
し
、
そ
の
任
務
に
携
わ
る
数
寄
屋
大
工
庄
五
郎
の
役
割
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
活
躍
を
反
映
す
る
か
の
よ
う
に
、
庄
五
郎
が
記
録
し
た
対
象
は
多
岐
に
わ
た
る
。
残
月
亭
や
不
審
庵
と
い
っ

た
表
千
家
の
主
要
建
築
だ
け
で
な
く
、
庄
五
郎
は
露
地
の
中
潜
り
ほ
か
、
水
屋(
ｈ
、
ｉ)

や
待
合(

ｇ)

に
関
す

る
図
面
も
手
が
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
が
、
焼
失
前
の
遺
構
に
関
す
る
記
録
を
示
す
も
の
か
、
あ
る
い
は
再

建
に
際
し
て
新
た
に
作
成
さ
れ
た
図
で
あ
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
先
に
掲
げ
た
史
料
ｆ
が
表
千
家
出
入
り
の
大

工
で
あ
っ
た
庄
五
郎
の
も
と
に
保
存
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
も
ま
た
、
天
明
大
火
以
前
よ
り
庄

五
郎
が
保
有
し
て
い
た
普
請
記
録
を
同
人
が
浄
書
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

本
稿
一
―
一
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
研
究
で
は
初
年
度
の
調
査
報
告
に
お
い
て
、
庄
五
郎
の
名
が
代
々
継
承
さ
れ
、

近
代
に
至
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
文
化
年
間
以
前
の
庄
五
郎
の
活
動
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
と
こ
ろ
も
多

い
が
、
天
明
大
火
以
前
の
古
記
録
を
保
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
同
人
の
活
動
か
ら
は
、
表
千
家
出
入
り
大
工

と
い
う
立
場
が
一
八
世
紀
以
前
に
遡
り
、
建
物
の
継
承
に
貢
献
し
て
き
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
表

千
家
の
建
築
形
式
は
、
彼
ら
工
匠
に
よ
る
記
録
と
い
う
行
為
を
通
し
て
伝
来
さ
れ
て
い
っ
た
。

三
　
お
わ
り
に

　

本
年
度
の
調
査
研
究
で
は
、
数
寄
屋
大
工
庄
五
郎
が
作
成
し
た
史
料
と
共
に
、
茶
家
の
門
人
で
あ
っ
た
住
山
宗

仙
に
よ
る
蒐
集
史
料
に
注
目
し
た
。
表
千
家
八
代
啐
啄
斎
、
九
代
了
々
斎
に
師
事
し
た
住
山
宗
仙
は
、
天
明
大
火

後
の
享
和
三
年
（
一
八
○
三
）
前
後
に
、
焼
失
す
る
前
の
表
千
家
の
建
築
に
関
す
る
史
料
を
渉
猟
し
、
書
写
し
た
。

こ
れ
ら
の
史
料
は
大
火
前
の
建
築
に
関
す
る
記
録
と
し
て
貴
重
で
あ
る
が
、
表
千
家
当
主
に
師
事
し
た
茶
人
に
よ
っ

て
蒐
集
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
と
い
う
点
で
も
興
味
深
い
。
蒐
集
し
た
古
記
録
を
茶
人
自
ら
、
あ
る
い
は
工
匠
に

筆
写
さ
せ
た
目
的
の
一
つ
に
は
、
大
火
か
ら
の
復
興
に
際
し
、
旧
態
を
記
録
と
し
て
留
め
、
継
承
す
る
と
い
う
こ

と
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
罹
災
、
そ
し
て
当
主
の
代
替
わ
り
を
迎
え
る
な
か
で
、
出
入
り
の
大
工
を
は
じ
め

諸
方
か
ら
古
図
類
を
渉
猟
し
、
記
録
に
残
し
た
こ
と
は
、
住
山
ら
門
人
の
事
績
と
し
て
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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史
料
を
通
し
て
江
戸
時
代
の
茶
家
と
門
人
の
多
岐
に
わ
た
る
活
動
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
住
山
宗
仙
に
よ
る
こ
う
し
た
古
記
録
蒐
集
の
大
き
な
助
け
と
な
っ
た
の
が
、
数
寄
屋
大
工
庄
五
郎
で

あ
っ
た
。
表
千
家
の
出
入
り
大
工
と
い
う
立
場
か
ら
、
庄
五
郎
は
自
ら
が
所
有
し
て
い
た
史
料
の
書
写
な
ど
を
も
っ

て
茶
人
の
求
め
に
応
じ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
庄
五
郎
が
留
め
た
建
築
は
、
残
月
亭
や
不
審
庵
ほ
か
、
待
合
や
中

潜
り
、
水
屋
と
い
っ
た
表
千
家
の
様
々
な
部
分
に
及
ぶ
。
天
明
大
火
に
焼
失
し
た
表
千
家
が
再
建
を
進
め
る
に
あ

た
り
、
そ
の
普
請
に
工
匠
と
し
て
携
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、
出
入
り
の
数
寄
屋
大
工
の
つ
と
め
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
遺
構
の
旧
態
を
職
人
の
立
場
か
ら
知
悉
し
、
そ
の
記
録
を
所
有
す
る
存
在
と
し
て
も
重
要
な

役
割
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
本
史
料
か
ら
推
測
さ
れ
る
。
度
々
の
罹
災
に
み
ま
わ
れ
て
き
た
表
千
家
の
普
請
計
画

や
そ
の
形
式
の
継
承
に
、
出
入
り
の
数
寄
屋
大
工
が
果
た
し
た
役
割
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
二
年
度
に
わ
た
る
本
研
究
を
通
し
て
、
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
研

究
を
す
す
め
る
な
か
で
、
近
世
に
お
け
る
数
寄
屋
大
工
の
活
動
の
背
景
に
は
、
そ
れ
を
指
示
し
た
住
山
宗
仙
ら
茶

人
の
存
在
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
庄
五
郎
に
よ
る
図
面
や
絵
図
類
の
制
作
が
、
茶
人
、
そ

し
て
表
千
家
の
意
向
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
本
稿
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
本
研
究
で
取

り
上
げ
た
こ
れ
ら
の
史
料
に
は
、
年
紀
が
記
さ
れ
ず
時
代
の
特
定
が
困
難
な
も
の
も
あ
り
、
天
明
大
火
後
に
そ
れ

ぞ
れ
が
い
か
な
る
有
意
性
を
も
っ
て
書
写
あ
る
い
は
蒐
集
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
に
十
分
に
ふ
み
こ
め
な
か
っ
た
。

蓄
積
さ
れ
た
古
記
録
が
大
火
後
の
表
千
家
の
建
築
に
ど
の
よ
う
に
寄
与
し
た
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
彼
ら
の

蒐
集
活
動
の
目
的
も
よ
り
具
体
的
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
「
数
寄
屋
史
料
」
に
は
、
作
成
者
の
記
さ
れ
な
い
、

庄
五
郎
以
外
の
手
に
よ
る
と
も
思
わ
れ
る
江
戸
時
代
の
表
千
家
に
関
わ
る
実
測
図
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
と
近
代

に
再
建
さ
れ
た
現
状
遺
構
と
の
異
同
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
も
、
近
世
か
ら
近
代
へ
と
至
る
数
寄
屋
大
工
の
作
風

の
共
通
性
と
相
異
を
と
ら
え
る
う
え
で
必
要
だ
と
考
え
る
。

　　 

 【
写
真
一
】
史
料
ａ 

「
不
審
庵
指
図
寸
間
之
記
」 

 

【
写
真
二
】
史
料
ｂ 

「
不
審
菴
之
図 

書
附
添
」 
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 【
写
真
三
】
史
料
ｃ 

「
残
月
亭
建
画
図
」 

 

【
写
真
四
】
史
料
ｄ 

「
道
安
様
御
好
之
四
帖
半
御
数
寄
絵
図
寸
法
写
」

 
 

 【
写
真
五
】
史
料
ｅ 

「
利
休
形
中
潜
り
起
絵
図
」 

 

 【
写
真
六
】
史
料
ｆ 

「
残
月
亭
寸
法 

附
三
畳
敷
」 
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 【
写
真
七
】
史
料
ｇ 

「
不
審
庵 

外
待
合
絵
図
寸
法
書
」 

 

 【
写
真
八
】
史
料
ｈ 

「
四
畳
半
附 

御
水
谷
絵
図
并
寸
法
書
」 

 
 【

写
真
九
】
史
料
ｉ 

「
水
谷
建
絵
図
寸
法
」  

【
写
真
一
○
】
史
料
ｊ 

「
利
休
形
大
之
方
猿
戸
絵
図
寸
法
書
」 
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注一  
「
寺
田
家
旧
蔵
数
寄
屋
関
係
史
料
」
は
、
旧
蔵
の
寺
田
家
に
お
い
て
各
地
の
茶
室
や
数
寄
屋
建
築
に
関
す
る
古
記

録
を
中
心
に
諸
方
か
ら
蒐
集
さ
れ
た
史
料
群
で
あ
る
。
初
年
度
報
告
で
は
当
史
料
を
「
旧
寺
田
家
文
書
」
と
仮
称

し
て
い
た
が
、
本
報
告
で
は
現
所
蔵
先
の
竹
中
大
工
道
具
館
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
史
料
名
「
寺
田
家
旧
蔵
数
寄

屋
関
係
史
料
」
に
統
一
す
る
（
小
出
祐
子
、
日
向
進
、
桐
浴
邦
夫
、
八
尾
嘉
男
、
松
本
康
隆
、
坂
本
忠
規
、
中
村

琢
巳
、
加
藤
悠
希
「
寺
田
家
旧
蔵
数
寄
屋
関
係
史
料
に
つ
い
て
」『
竹
中
大
工
道
具
館
研
究
紀
要　

第
二
六
号　

二

○
一
五
年
』
所
収
、
二
○
一
五
年
三
月
）。

二 

本
研
究
グ
ル
ー
プ
が
行
っ
た
「
数
寄
屋
史
料
」
全
般
に
関
わ
る
調
査
報
告
に
つ
い
て
は
前
掲
注
一
を
参
照
さ
れ

た
い
。

三 

小
出
祐
子
「
数
寄
屋
大
工
『
庄
五
郎
』
の
事
績
と
系
譜
に
関
す
る
調
査
研
究
」（『
公
益
財
団
法
人
三
徳
庵 

茶
道

文
化
学
術
助
成
研
究
平
成
二
四
年
度
研
究
報
告
書
』
一
九
頁
～
二
七
頁
、
二
○
一
四
年
六
月
）

四 

中
村
昌
生
『
数
寄
の
工
匠　

京
都
』
淡
交
社
、
一
九
八
六
年
。

五 

日
向
進「
西
芳
寺
の
茶
亭
」（
梅
原
猛
監
修『
西
芳
寺
―
新
版
古
寺
巡
礼
京
都 

三
六
』所
収
、淡
交
社
、二
○
○
九
年
）

六 

Ｃ
一
一
○
一
三
二
―
○
一
「
残
月
亭
寸
法　

附
三
畳
敷
」。
史
料
名
冒
頭
の
登
録
番
号
は
、
所
蔵
先
の
竹
中
大
工

道
具
館
の
文
献
史
料
目
録
に
基
づ
く
。

七 

Ｃ
一
一
○
一
六
五
「(

三
畳
大
目
茶
室)

」

八 

Ｃ
一
一
○
一
三
六
―
○
二
～
Ｃ
一
一
○
一
三
六
―
○
九
「
小
菊　

廿
」

九 

天
明
大
火
に
焼
失
す
る
ま
で
の
不
審
庵
は
残
月
亭
の
南
側
に
位
置
し
、
水
屋
は
茶
道
口
の
西
側
に
設
け
ら
れ
て

い
た
。
史
料
ａ
は
そ
の
よ
う
な
旧
態
を
示
す
。

一
〇 

本
史
料
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
も
つ
も
の
と
し
て
、「
不
審
庵
指
図
仕
様
帳
」(
中
村
昌
生
編
『
数
寄
屋
古
典
集
成

〈
二
〉』
所
収
、
小
学
館
、
一
九
八
九
年)

が
知
ら
れ
て
い
る
。

一
一 

本
史
料
に
類
似
す
る
図
と
し
て
、堀
内
宗
完
筆
「
天
明
年
前
不
審
庵
路
地
之
図
」(
千
宗
左
編
『
表
千
家
』
所
収
、

角
川
書
店
、
一
九
六
五
年)

な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

一
二 

Ｃ
一
一
○
一
六
一
「
千
家
全
図
写
」
な
ど
。

一
三 

天
明
大
火
以
前
の
表
千
家
に
お
い
て
、
祖
堂
は
現
状
と
は
異
な
る
石
敷
き
土
間
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
大
火
後

八
代
啐
啄
斎
に
よ
っ
て
道
安
好
み
の
形
式
に
改
め
ら
れ
た
と
い
う
。

一
四 

た
だ
し
現
在
の
「
反
古
張
席
」
に
付
属
す
る
水
屋
と
本
図
と
は
、
前
者
が
左
右
の
壁
に
下
地
窓
を
設
け
な
い
な

ど
の
相
異
が
あ
る
。



平
成
二
十
五
年
度
茶
道
文
化
学
術
助
成
研
究
と
し
て
提
出
さ
れ
た
研
究

報
告
書
を
編
集
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
研
究
報
告
書
に
添
付
さ
れ
た
資
料
・
図
表
等
は
、
す
べ
て

掲
載
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

    

公
益
財
団
法
人 

三
徳
庵 

事
務
局
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